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風風風風のののの予感予感予感予感
門倉　さとし　作詩
神野　和博　作曲

１　あさやけが　きりりと１　あさやけが　きりりと１　あさやけが　きりりと１　あさやけが　きりりと
　　くちびるを　かみしめている　　くちびるを　かみしめている　　くちびるを　かみしめている　　くちびるを　かみしめている
　　山の稜線を　風が走り　　山の稜線を　風が走り　　山の稜線を　風が走り　　山の稜線を　風が走り
　　朝はまだ　やみの中だけれど　　朝はまだ　やみの中だけれど　　朝はまだ　やみの中だけれど　　朝はまだ　やみの中だけれど
　　あなたの澄んだ目に　　あなたの澄んだ目に　　あなたの澄んだ目に　　あなたの澄んだ目に
　　藍染めの　壷にひたした　　藍染めの　壷にひたした　　藍染めの　壷にひたした　　藍染めの　壷にひたした
　　まっさおな　空のような　　まっさおな　空のような　　まっさおな　空のような　　まっさおな　空のような
　　なにかが　見えるだろうか　　なにかが　見えるだろうか　　なにかが　見えるだろうか　　なにかが　見えるだろうか

２　あさやけを　ゆっくり２　あさやけを　ゆっくり２　あさやけを　ゆっくり２　あさやけを　ゆっくり
　　手のひらで　あたためている　　手のひらで　あたためている　　手のひらで　あたためている　　手のひらで　あたためている
　　水平線を　風が走り　　水平線を　風が走り　　水平線を　風が走り　　水平線を　風が走り
　　夜明けはまだ　沈んでいるけれど　　夜明けはまだ　沈んでいるけれど　　夜明けはまだ　沈んでいるけれど　　夜明けはまだ　沈んでいるけれど
　　わたしの凍えた耳に　　わたしの凍えた耳に　　わたしの凍えた耳に　　わたしの凍えた耳に
　　マグマの　ドラムをひめた　　マグマの　ドラムをひめた　　マグマの　ドラムをひめた　　マグマの　ドラムをひめた
　　まっかな　海鳴りのような　　まっかな　海鳴りのような　　まっかな　海鳴りのような　　まっかな　海鳴りのような
　　なにかが　聞こえるだろうか　　なにかが　聞こえるだろうか　　なにかが　聞こえるだろうか　　なにかが　聞こえるだろうか


